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死亡災害ゼロ大会を開催

支部対抗ゴルフ大会で腕競う

初の ICT 土工研修会実施
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主催者あいさつで石津支

部長は、本年の死亡災害数

が昨年を大きく上回ってい

ることを憂慮し「労働災害を

なくして安心して働ける職

場環境をつくることが重要。

経営者のリーダーシップの

もと、社員が一丸となり、安

全を最優先とする意識を互

いに共有し、安全文化をよ

り一層定着させ、労働災害

に向かって取り組んでいく

必要がある。本日の大会を

契機に、安全意識の高揚や

着実な安全活動の実行など、

それぞれの職場の安全管理

体制を一層改善・向上させ

てほしい」と話しました。

来賓では、田澤修二茨城

労働局労働基準部長が県内

建設業の労働災害状況につ

いて話したほか、県土木部監理課の金澤竜司副参

事が「建設業をさらに魅力と活力ある産業にして

いくために、労働災害を減らしていかなければな

らない。皆さまのリーダーシップにより労働災害

が減少することを期待する」と述べました。

続いて、茨城労働局労働基準部健康安全課の大

津徳男主任地方産業安全専門官が「第 13 次労働

災害防止推進計画」について講話。県内の労働災

害の現状や建設業の死亡災害事例を説明するとと

もに、熱中症の防止、転倒災害の撲滅に向けた取

り組みなどについて話しました。

特別講演では、矢崎労務安全事務所の矢崎敏郎

所長が「不安全行動は防げる！」と題し、ヒュー

マンエラーの要因などについて心理学的側面から

解説。

最後に荒川繁美氏（水戸土建工業㈱代表取締役）

が大会決議を読み上げ、全員が絶対無事故を再確

認しました。

職場の安全管理体制向上へ
建設業死亡災害ゼロ大会を開催

建設業労働災害防止協会茨城県支部（石津健光支部長）による平成 30 年度建設業「死亡
災害ゼロ」推進大会が６月19日、水戸市の県建設技術研修センターで開催されました。大会
では、労働災害防止対策や安全管理の講話が行われ、死亡災害ゼロの推進を誓う大会決議を
採択。参加した約 200人の参加者は、安全・健康・快適な職場づくりに取り組むことを誓い
合いました。

特別講演 不安全行動は防げる！

「生命は尊貴である。１人の生命
は全地球よりも重い」（最高裁判
決文）という言葉を肝に銘じ、災
害防止に努めていただきたい。

矢崎労務安全事務所 矢崎敏郎所長

石津支部長

田澤茨城労働局
労働基準部長

金澤県土木部
監理課副参事
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腕競い親睦深める 第4回支部対抗
チャリティーゴルフ大会

第４回支部対抗

チャリティーゴル

フ大会を６月 15 日

に笠間市のスター

ツ笠間ゴルフ倶楽

部で開催し、各支

部からの参加者 32

組 125 人が新ペリ

ア方式で腕を競い

合いました。当日

はあいにくの雨模様でしたが、各ホールで熱戦が繰り広げられ、団

体戦では境支部が初優勝に輝きました。個人戦では常陸大宮支部の

増子秀典氏が見事優勝しました。

このゴルフ大会は、チャリティーと会員相互の親睦を目的に、平

成 27 年から開催しています。

プレー後の表彰式で石津健光

会長は「素晴らしいゴルフが繰

り広げられ、楽しい１日を過ご

させていただいた」と参加者を

称えました。集まったチャリ

ティー金は、日本赤十字社茨城

県支部などに贈呈しました。

競技終了後にはお互いに健闘を称え、親睦を深めた

雨天の中でも好プレーが続出
チャリティーへのご協力
ありがとうございました

名門スターツ笠間ゴルフ倶楽部で熱戦を展開

境支部が初優勝に輝いた
日本赤十字社茨城県支部に

善意を贈呈
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初のICT土工研修を開催
座学と実技で密度の濃い内容に

本 会 は ６ 月 12、20、21、

27、28 日 の ５ 日 間 に わ た

り、 平 成 30 年 度 第 １ 回 i ― 

Construction 対応 ICT 土工

研修を水戸市の県建設技術

研修センターなどで開催し

ました。座学や実技を通し

て ICT 活用工事の全てのプ

ロセスを学びました。

開催に先立ち、石津健光会長は「皆さんは当

会が開催する ICT 土工研修の第一期生。本研修

で学んだ知識、技術を社内で共有し、ICT 活用

工事に生かしてほしい」と期待を寄せました。

続いて、国土交通省関東地方整備局企画部の

東川直正部長と県水戸土木事務所の肥髙孝之所

長から激励の言葉をいただきました。

講義では各講師が i ― Construction の全体像や

導入現場の状況などについて話しました。

20 日からは日立建機 ICT デモサイト（ひたち

なか市）での実技も加わり、ICT 建機への試乗

やドローン操縦などを行うとともに、３次元施工

図作成や３次元点群データによる土量計算など

を行い、非常に密度の濃い研修となりました。

この研修は、厚生労働省の人材開発支援助成

金の対象で、次回は 10 月の開催を予定していま

す。適切な時間を確保するため定員は 15 人まで。

詳細は本会までお問い合わせください。

石津会長 東川関東地方
整備局企画部長

肥髙県水戸土木
事務所長

茨 建 協 ニ ュ ー ス第588号	 � 平成30年7月15日
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岡部前会長らの功績称える
長年にわたり建設業界に貢献

社会人の心構え学ぶ
新規入職者研修開く

本会は６月 8 日に平成 30 年度の新規入職者

研修を水戸市の県建設技術研修センターで開催

しました。本会会員などから 120 人以上が参加。

社会人の心構えや建設産業の現状、あ

いさつマナーなどを学ぶとともに、「交

流と自己啓発」についてのグループ研

究も行い、「建設人」としての自覚を

高めました。

この研修は、建設雇用改善事業の一

環として、本年度に建設業に入職した

新人の定着を図るために行うもので

す。昨年度に引き続き、「県建設産業

担い手確保・育成ネットワーク協議会」のつな

がりを活かし、県建設産業団体連合会の会員企

業などからも参加者が集まりました。

本会の岡部英男前会長（現名誉会長）の長年

にわたる建設業界への貢献に対し、全国建設業

協会（近藤晴貞会長）から設立 70 周年記念功

労者として感謝状が贈られました。誠におめで

とうございます。ますますのご活躍をご祈念い

たします。

６月 18 日に水戸市内で感謝状伝達式が執り

行われ、あわせて県建設業協会会長表彰として、

石津健光会長から岡部前会長と松山恒男前副会

長に感謝状が贈られました。岡部前会長 松山前副会長

岡部前会長の話
皆さまのご支援・ご協力をいただきながら、
会長職を 16 年間務めさせていただきました。
心より感謝申し上げます。

松山前副会長の話
多くの皆さまとお付き合いさせていただいた
ことは、これからの私の人生にとって大きな
宝物です。

− 5 −

茨 建 協 ニ ュ ー ス第588号	 � 平成30年7月15日



県内の建設関連団体で組織する県建設産業団
体連合会は６月７日、平成 30 年度定時総会を水
戸市内の県建設センターで開催。30 年度の事業

計画などを承認しました。
30 年度の主な事業計画は①全国建設産業団体

連合会への参加②各種講習会等の開催（経営者
研修会、建設業の適正取引に関する講習会、社
内 IT 化スキル講習会、ドローン操縦など ICT
関連講習会）③建設フェスタへの参加④各種刊
行物の配布―などとなっております。

また、関係団体と連携しながら、社会資本整
備の計画的な推進の必要性の働き掛け、積極的
な広報活動・イメージアップ活動などを実施し
ていきます。

このほか、任期満了に伴う役員改選では会長
に石津健光本会会長を選出しました。

本会は普通科高校を対象としたインターンシッ
プ（就業体験）を６月 14 日、15 日の２日間にわた
り実施し、県立神栖高校の２年生７人を神栖市内
の会員企業２社（常総開発工業㈱、小若建設㈱）
が受け入れました。

この取り組み
は、建設業の人
材確保・人材育
成に向け、将来
を担う若者たち
に建設業への理
解と関心を深め
てもらおうと、普
通科高校を対象
に 2015 年度から
行っているもの
で、神栖高校で

は３年連続の実施となりました。
体験に参加した生徒は、担当者から操作方法を

教わり、実際に重機に試乗。「建設業に対する興味
が深まり、進路を決める上で参考になった」など
の声が挙がりました。

普通科高校インターンシップ実施 潮来支部の
2社が受け入れ

会長に石津本会会長が就任
県建設産業団体連合会が総会
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委員会活動報告

委員会活動報告

講習会や研修会開催
建築委員会

雇用管理改善など推進
人材開発委員会

発注機関と意見交換
経営企画委員会

建築委員会（小藥拓巳委員長）は６月 19 日、

平成 30 年度の事業計画などについて本会本部で

協議しました。30 年度は講習会・研修会の開催

などを実施する計画で、建築工事における安全施

工確保、建築業における経営力の強化および技術

力向上への取り組み、耐震化・免震化への対応、

研修視察なども実施していく方針です。

人材開発委員会（高橋修一委員長）は６月５日、

協会本部で会合を開き、平成 30 年度の事業計画

などについて話し合いました。30 年度は雇用管

理改善など魅力ある職場環境づくりに関するセ

ミナーの開催を予定しているほか、人材の確保・

育成に関する取り組みを推進します。

経営企画委員会（佐々木孝夫委員長）の本年度

第１回会合が６月 11 日に開かれ、事業計画などつ

いて話し合いました。平成 30 年度は入札契約制

度改革への対応、品確法およびその運用指針など

に関する提言・要望のほか、勉強会や発注機関お

よび関連団体との意見交換などに取り組みます。

災害ゼロ推進へ
安全大会開く

潮来潮来潮来潮 支部支部支部部潮来潮来潮来支支部支部部
活動活動活動報告報告報告告活動活動活動報告報告報告

潮来支部
活動報告
潮来支部
活動報告

潮来支部（松﨑里志支部長）は、第 16 回鹿行

地区建設業安全大会を６月 26 日に神栖市平泉コ

ミュニティセンターで開催しました。

本会会員や同地区管内の発注官庁の代表など

約 250 人が参加し、労働災害防止活動で特に功績

のあった事業所への表彰、安全標語表彰などを挙

行するとともに、労働災害防止についての講話が

行われました。
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ちょっと一言

近年、夏の暑さは厳しさを増し、35度を超す

ことも多く、地域によっては40度を超す記録的

な暑さが連日報道されるようになりました。それ

にともなって、増加しているのが「熱中症」です。

熱中症は、応急処置の速さも大切ですが、やは

り予防が最も重要です。熱中症を予防するため

には、熱中症にかからないようにする体を作るこ

とが大切です。その基本となるのが、食生活です。

1日3食バランスのとれた食事と適度な水分補給

によって、健康維持を心がけましょう。　　(K)

会員の動向
〈代表者変更〉

▽ 常陸大宮支部
　 増子建設㈱　　　増子　妙子  →  増子　秀典

　 山金建設㈱　　　山本　茂夫  →  山本　　敦

▽ 高萩支部
　 茨城日鉱建設㈱　金子　和男  →  千葉　泰紀

▽ 土浦支部
　 飯田建設工業㈱　後藤　光一  →  後藤千代美

貴重な血液提供・献血で社会貢献

筑 西 支 部

常総支部（中川原勇支部長）は６月
21日、支部会館で献血活動を行い、支
部員など96人が参加しました。この活
動は地域貢献活動の一環として例年行
われているもので、ことしで15回目と
なります。
また、当日は目の不自由な人が視力
回復できるよう角膜のあっせんを行う
公的機関アイバンクへの登録啓発活動
にも協力しました。

筑西支部（柴勝支部長）は６月25日、
支部会館駐車場で献血活動を実施しま
した。主旨に賛同した支部員など55人が
参加し、貴重な血液を提供しました。
この活動は地域社会への貢献活動の
一環として行われているもので、建設業
のイメージアップなどを目的として平成
28年度から取り組みを開始し、今回で３
回目となります。同支部は「今後も継続
し、活動を定着していく」方針です。

常 総 支 部
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